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主嗅覚系によるフェロモン情報処理メカニズムの解明	
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＜要旨＞多くの哺乳類は主嗅覚系と鋤鼻嗅覚系の２つの嗅覚サブシステムを持つ。主

嗅覚系の完全な遮断は鋤鼻嗅覚系へのフェロモンの到達を阻害するので、両サブシ

ステムの機能的な分離は困難であった。背側の嗅球に限局した機能阻害を持つミュ

ータントマウスでは、匂い嗅ぎ行動、フェロモン分子による鋤鼻嗅覚系の活性化は正

常であった。しかし、各種フェロモンに対する誘因、攻撃、養育、危険回避行動などを

含む、広範な社会行動異常が認められた。さらに、前嗅核が主嗅覚系の下流で社会

行動を制御することを解明した。主嗅覚系によるフェロモン経路の発見は、ヒトを含む

機能的な鋤鼻嗅覚系を持たない動物のフェロモン情報処理に新たな知見を与える。 
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